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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
日
16
時
過
ぎ
、

石
川
県
能
登
半
島
に
お
い
て
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
6
の
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

ま
し
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
で
は
衝
撃
的
な
幕
開
け

と
な
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ

年
頭
の
ご
挨
拶

石
垣
寿
聰

中
川
町
長

れ
る
働
き
方
改
革
に
よ
り
残
業

が
規
制
さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
・
生
産
様
式
が
、
今
ま

で
の
考
え
方
、
や
り
方
で
は
上

手
く
い
か
な
い
時
代
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

近
年
の
異
常
と
も
い
え
る
気

象
か
ら
、
国
内
で
は
大
規
模
な

災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
農
作
物

の
生
育
、
収
穫
時
期
に
お
い
て

は
大
き
な
災
害
事
象
も
な
く
、

一
定
の
収
量
が
確
保
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
は
、
関
係
者
の
み
な

さ
ま
と
と
も
に
安
堵
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
積
雪
量
を
見
ま
す
と
、

昨
年
度
は
、
9
3
1
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
と
、
過
去
5
ヶ
年
の
平

均
積
雪
量
を
15
パ
ー
セ
ン
ト
ほ

ど
上
回
る
雪
の
多
い
年
で
し
た
。

本
年
の
積
雪
は
昨
年
を
上
回
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

温
暖
化
と
の
関
連
性
は
あ
ま
り

な
い
よ
う
で
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は

と
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。
そ

の
中
で
、
令
和
4
年
度
に
予
算

措
置
し
た
災
害
対
応
特
殊
水
槽

付
き
ポ
ン
プ
車
両
が
納
車
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
6
年

度
に
は
大
型
水
槽
付
き
ポ
ン
プ

コ
ロ
ナ
禍
を
過
ぎ
、
観
光
需
要

も
回
復
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
「
歳
出
の

構
造
を
平
時
に
戻
す
」
と
い
う

基
本
方
針
と
と
も
に
、
物
価
に

負
け
な
い
賃
上
げ
、
こ
ど
も
政

策
の
充
実
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
燃

油
価
格
や
食
料
品
価
格
な
ど
の

諸
物
価
高
騰
は
、
と
て
も
平
時

と
は
思
え
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
の
働
き
手
の
不

足
は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、

「
2
0
2
4
年
問
題
」
と
言
わ

ま
し
た
。
町
内
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
感
じ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
6
年
4
月
か
ら
は
役
場

機
構
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
し

た
。
目
指
す
と
こ
ろ
は
分
か
り

や
す
い
名
称
、
移
動
が
少
な
い

窓
口
、
相
談
し
や
す
い
窓
口
、

新
た
な
業
務
へ
の
対
応
が
主
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地

は
多
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
利

用
者
の
み
な
さ
ま
の
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
内

の
み
な
さ
ま
か
ら
の
施
設
等
へ

の
寄
付
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、
町
内
外

の
法
人
事
業
者
の
地
域
貢
献
活

動
な
ど
、
昨
年
も
多
く
の
お
心

遣
い
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
町
民
の
み
な
さ
ま
、

中
川
町
に
関
り
を
持
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
み
な
さ
ま
の
ご
健

勝
と
と
も
に
、
今
年
も
中
川
町

政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

車
両
を
更
新
い
た
し
ま
す
。
更

に
8
月
に
は
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
災

害
時
や
安
心
安
全
な
地
域
づ
く

り
を
双
方
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
み
な
さ
ま
、
建
設
業

協
会
、
佐
久
自
主
防
災
会
ほ
か

関
係
す
る
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

と
ご
理
解
の
も
と
、
防
災
・
減

災
に
向
け
、
必
要
な
対
策
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
中
川
町
の
1
2
0

周
年
を
記
念
し
、
表
彰
式
並
び

に
各
機
関
や
団
体
に
よ
る
協
賛

事
業
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
8
月
に
挙
行
の
記
念

式
典
で
は
、
各
功
労
者
、
永
年

在
住
者
1
3
3
名
の
み
な
さ
ま

を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
め
ま
し
て
、
町
の
礎
を

築
い
て
い
た
だ
い
た
先
人
た
ち
、

今
ま
で
功
労
・
在
住
を
い
た
だ

い
て
い
る
町
民
の
み
な
さ
ま
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
間
交
流
で
は
、
2
月
に

旭
川
中
川
会
交
礼
会
、
3
月
に

札
幌
中
川
会
定
期
総
会
、
9
月

に
は
札
幌
中
川
会
の
22
名
が
、

ふ
る
さ
と
訪
問
で
来
町
、
東
京

ポ
ン
ピ
ラ
会
の
総
会
・
交
流
会

も
再
開
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
議
長
と

と
も
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
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1. 職員の任免および職員数に関する状況

（1）職員の採用および退職

（2）部門別職員数 （各年4月1日現在）

単位：人

単位：人

区　　　分 職　員　数 対前年
増減数部　　　門

合　　　計

小　　計

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生

2
15
2
5
5
7
13
4

2
17
2
5
5
6
13
4

2

△ 1

53 54  1
8 8
8 8
1
1
4

1
1
4

6 6
67 68 1

水 　 道
下 水 道
そ の 他

特別
行政

教育部門
小　　計

小　　計

一　

般　

行　

政

企
業
会
計

R4.4.1 R5.4.1

一　般　職

R4.4.1
職 員 数

技能労務職
合　計

67
0
67

採用者数区　分 退職者数

2
0
2

1
0
1

R5.4.1
職 員 数

68
0
68

（各年4月1日現在）（4）ラスパイレス指数

（3）特記事項

105
110

100
95
90
85
80 中川町 類似団体平均 全国町村平均

（注）１．ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場
　　　　　合の地方公務員の給与水準を示す指数である。　
　　　２．類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体の
　　　　　ラスパイレス指数を単純平均したものである。

　平成17年度～19年度に、定期昇給後、給料月額３％削減。

（5）職員の平均年齢・平均給料月額及び
　  平均給与月額 （令和5年4月1日現在）

287,242円 316,368円
区　　分

一般行政職

平均給料月額 平均給与月額

40.0歳
平均年齢

（注）
１．「平均給料月額」とは、令和５年４月１日現在における職種ごとの職
　員の基本給の平均である。
２．「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手
　当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したも
　のであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているもので
　ある。

2. 職員の給与の状況（令和4年度の普通会計決算）

（1）人件費の状況（令和4年度の普通会計決算）

住民基本台帳
人口

（令和5年1月1日）

1,336人
千円 千円 千円

5,010,373 81,766 552,022 14.0％11.0％

歳出額

（A）

実　質

収　支

人件費

（B）

人件費
率

（B／A）

（参考）
平成30年度
人件費
率

千円
205,986

千円
27,232

千円
69,689

千円
302,907

千円
4,966

（2）職員給与費の状況（令和4年度の普通会計決算）

職員数
（A） 給　料 期末・　

勤勉手当職員手当 計
（B）

一人当り
給 与 費
（B／A）

給　　与　　費

61人
（注） 1 ．職員手当には退職手当を含まない。
　　　 2 ．職員数は、令和４年４月１日現在の人数である。

（6）職員の初任給 （令和5年4月1日現在）

185,200円
154,600円

185,200円
154,600円

一般行政職
大 学 卒

高 校 卒

中 川 町 国区　　　　分

（7）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額
（令和5年4月1日現在）

363,500円
－

219,400円
194,100円

区　　分

大学卒

高校卒
一　般
行政職

経験年数
5～10年

経験年数
20～25年

391,840円
398,433円

経験年数
30～35年

職員には、その仕事と責任に応じて給与を支給します。
町職員の給与は、国や地方自治体職員、民間企業の給与を踏まえて町議会で審議され、条例で定められています。
このようにして定められた町の給与制度は、国の基準に準じたものになっています。町条例に基づいて公表します。

中川町人事行政の運営等の状況中川町人事行政の運営等の状況

R5
4.1

R5
4.1

R5
4.1

97.497.4 96.396.3

R2
4.1

96.496.4

R3
4.1

96.396.3

R4
4.1

96.396.395.895.8

R2
4.1

95.495.4

R3
4.1

95.395.3

R4
4.1

95.695.6

R2
4.1

98.698.6

R3
4.1

96.996.9

R4
4.1

96.796.7
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（9）職員の手当
期 末 手 当 ・ 勤 勉 手 当

区　分

中川町

中　川　町

〔支給率〕
　　　　　　　自 己 都 合　　勧奨・定年
　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
最高限度額

〔令和4年度支給割合〕

〔加算措置の状況〕
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
　　　　　　　　　　なし

〔加算措置の状況〕
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
役 職 加 算　５～20％

　管理職加算　10～25％

期末手当
2.40月分
（1.35）月分

勤勉手当
2.00月分
（0.95）月分

〔令和4年度支給割合〕
期末手当
2.40月分
（1.35）月分

勤勉手当
2.00月分
（0.95）月分

〔支給率〕
　　　　　　　自 己 都 合　　勧奨・定年
　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
最高限度額

国

退 　 職 　 手 　 当
（令和5年4月1日現在）

国

10,000円
38.8％
9

蜂の駆除業務

13,758千円
270千円

10,723千円
206千円

特
殊
勤
務
手
当

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和4年度）
手当の種類（手当数）
代表的な手当の名称

支給実績
職員１人当たり平均支給年額

令和４年度
決　　算

令和３年度
決　　算

時 間 外
勤務手当 支給実績

職員１人当たり平均支給年額

（令和5年4月1日現在）

扶養親族がいる職員に支給
配偶者：6,500円
子1人につき：10,000円
（16～22歳までの子は5,000
円加算）
父母等：6,500円

貸家等などを借受けている
職員の場合
16,000円を超える家賃を支払
う職員に支給（上限28,000円）
住宅を所有する職員の場合
8,000円支給

国の制度では
持家の場合は
支給なし

通勤のため交通機関などを
利用する職員に支給
交通機関利用者　運賃など
相当額（上限55,000円）
自動車などの使用者
距離に応じ2,000～31,600円

その他の
手　　当

扶養手当

住居手当

通勤手当

同

一部異

同

内容及び支給単価（月額）国の制度との異同
国の制度と
異なる内容

（令和5年4月1日現在）

（10）特別職の報酬等の状況 （令和5年4月1日現在）

602,000円
522,000円
225,000円
167,000円
140,000円

町　長
副町長
議　長
副議長
議　員
町　長
副町長
議　長
副議長
議　員

給　　料

報　　酬

期末手当

区　　分 給料月額など

（令和4年度支給割合）
2.55月分

（令和4年度支給割合）
3.85月分

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.7090月分

24.586875月分
33.27075月分
47.7090月分
47.7090月分

19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.7090月分

24.586875月分
33.27075月分
47.7090月分
47.7090月分

247,600円
304,200円

353,200円

400,400円

410,000円

418,000円

136,200円
198,500円

234,400円

266,000円

290,700円

319,200円

22.0％
22.0％

2.0％

26.0％

18.0％

10.0％

11人
11人

1人

13人

9人

5人

1級
2級

3級

4級

5級

6級

7級
8級

主事補・技師補

主事・技師

主任

主査

室長

課長

標準的な
職務内容 構成比 １号給の給料月額

最高号給の
給料月額職員数

－

－

－

－

－

－

－

－

区分

（8）一般行政職の級別職員数
（令和5年4月1日現在）

（注）
１．中川町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（平成18年度まで「課長・室長・次長・主幹」）

（平成18年度まで「主事・技師」）

（平成18年度まで「係長・主任」）

（平成18年度まで「主査・係長・主任」）

（平成18年度まで「室長・主幹・主査・係長」）

（平成18年度まで「課長」）

3. 勤務時間その他の勤務条件の状況

（令和5年4月1日現在）（1）職員の勤務時間（標準的なもの）

（2）年次有給休暇の取得状況（令和4年1月1日～令和4年12月31日）

１週間の
勤務時間

38時間45分 8：30 17：15
12：00

13：00
土・日廃止

勤務時間の割り振り

始　業 終　業

総付与日数

1,870日 500.6日 50人 10日
総使用日数 全対象職員数 平均使用日数

休憩時間

〜

休息時間 週休日
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4. 職員の分限および懲戒処分の状況

（1）分限処分者数 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）

処　分　事　由 降任

0人
0人
0人
0人
0人

0人
0人
0人
0人
0人

0人
1人
0人
0人
0人

0人
1人
0人
0人
0人

勤務実績が良くない場合

心身の故障の場合

職に必要な適格性を欠く場合

職制、定数改廃、予算減少により過員を生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

免職 休職 計

（3）職員互助会の状況 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）

事 業 内 容互助会
名　称 会員数

70人 162,275円 2,318円 50.0％

福利厚生事業
・負担金事業（退職者セミナー等）
・掛金事業（入院一時金・出産祝金等）
・共同事業（共済会員優待・結婚優待等）
その他医療給付事業・貸付事業・福祉年金

北 海 道
市 町 村
職　　員
福祉協会

公　費
負担額

一人あたり
公費負担額

公　費
負担率

6. 職員の福祉および利益の保護の状況

（1）健康診断の状況 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）

※特別職、再任用職員、消防職員、会計年度任用職員含む

種　　類 対象者数
58人
27人

48人
27人

人間ドック

定期健康診断

受診者数

（2）公務災害補償の状況 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）

加　入　団　体 災害件数

2件地方公務員災害補償基金
スチール製書棚を移動中にガラス戸と書
棚の端に指を挟まれ左中指打撲血種
転倒し右手関節TFCC損傷

災害の概要

5. 職員の研修および勤務成績の評定の状況

（1）職員研修の状況 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）

研　修　区　分
上川北部市町村職員合同研修
上川北部市町村職員合同研修
上川北部市町村職員合同研修
上川北部市町村職員合同研修
上川北部市町村職員合同研修
上川町村会
上川町村会
上川町村会
上川町村会
上川町村会
北海道市町村職員研修センター
北海道市町村職員研修センター
北海道市町村職員研修センター
北海道市町村職員研修センター
北海道市町村職員研修センター
北海道市町村職員研修センター
北海道市町村職員研修センター

接遇基礎研修
政策形成中級研修
政策法務基礎研修
ハラスメントコース
文書作成能力向上研修
職員基礎研修
職員初級研修
職員中級研修
職員法務実務入門
職員法務研修（基礎編）
女性職員キャリアビジョン研修
コーチング研修
地域力向上研修
税務事務（基礎）固定資産税課税研修
法令実務（基礎）研修
ストレス対応力向上
自治体新任管理者基礎研修

合　　　　計

研 修 内 容 等受講者数
8人
4人
3人
1人
2人
7人
9人
3人
1人
2人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
47人

（2）懲戒処分者数 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）

処　分　事　由 減給

0人
0人
0人

戒告

0人
0人
0人

0人
0人
0人

0人
0人
0人

0人
0人
0人

法令に違反した場合

職務上の義務に違反した場合

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

停職 免職 計

7. 公平委員会に係る業務の状況

（1）勤務条件に関する
措置の要求の状況

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

措置要求件数 措置要求の概要
－0件

（2）不利益処分に関する
不服申立の状況

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

不服申立件数 不服申立の概要
－0件

員適正化計画の基本的考え員適正化計画の基本的考え員適正化計画の基本的考え定
　令和5年4月1日現在、当町における定員適正化計画
はありません。

（参考）
①定員適正化目標
　類似団体別職員数（修正値）を基にした職員数や定員
モデル、今後の行政需要の動向を加味しながら総定数の
抑制に努めることを基本とします。人口減少や少子高齢
化対策および税・税外収入の徴収のさらなる強化を図る
など今後、事務事業の積極的な見直しを行い、計画期間
中（平成17年4月1日～平成22年4月1日）における目標定
員数は64名（平成22年4月1日）とします。

②主な定員適正化手法の概要
　町長部局や町長部局以外において、その時々の事務量
の実態把握を行い事務・事業の改善、業務委託等の民間
活力の活用、事務の統廃合など機構改革を検討し、最小
の職員数で住民福祉の増進に向けて最大の効果が得られ
るように適切な職員配置を行います。具体的には、欠員
不補充及び事務事業の簡略化の推進を行い、定員増加の
抑制に努めます。

問い合わせ先　総務課総務係　☎7－2811

令和4年度中の『中川町情報公開条例』
『中川町個人情報保護条例』に基づく開
示等実施状況を公表します。
◎「中川町情報公開条例」
　に基づく公文書開示請求件数 → 5 件

◎「中川町個人情報保護条例」
　に基づく開示請求件数 → 0 件



●
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

今
後
の
中
川
町
へ
の
居
住
意

向
や
今
の
ま
ち
づ
く
り
に
感

じ
て
い
る
こ
と
、
分
野
ご
と

の
優
先
順
位
な
ど
大
き
く
7

つ
の
項
目
で
ご
意
見
を
お
聴

き
し
ま
し
た
。

　

回
収
率
が
28
・
7
％
と
低

か
っ
た
こ
と
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
方
法
な
ど
今
後

の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
回
答
者
の
56
・
5

％
が
60
歳
以
上
で
あ
り
、
結

　

中
川
町
で
は
、
第
7
次
中

川
町
総
合
計
画
（
以
下
総
合

計
画
）
と
第
2
期
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
以
下
総
合
戦
略
）が
令
和
6

年
度
で
計
画
期
間
を
終
え
る

た
め
、
第
8
次
中
川
町
総
合

計
画
（
以
下
、「
総
合
計
画
」

と
い
う
。
）
の
策
定
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
合
計
画
で
重
視

し
て
い
る
点
と
し
て
、
よ
り

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ま
の

意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
、

そ
の
う
え
で
み
な
さ
ま
の
声

を
総
合
計
画
に
反
映
し
、
令

和
7
年
度
か
ら
の
5
年
間
で
、

事
務
・
事
業
を
通
じ
て
着
実

に
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
今
回
の
総

合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
従
来
の
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
加
え
、
3
回
の
町
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
中
学
校
で

の
中
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
、
ち
ゃ
い
む
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
に
意
見
収
集
ボ
ー
ド
を

設
置
し
、
幅
広
い
町
の
み
な

さ
ま
の
声
や
意
見
を
お
聴
き

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の

う
ち
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と

全
3
回
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ

た
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

分
野
ご
と
の
優
先
度
に
つ

い
て
は
、
医
療
体
制
の
充
実

が
最
も
多
く
、
次
い
で
産
業

の
担
い
手
育
成
・
確
保
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
高
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

●
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

計
3
回
開
催
さ
れ
、
24
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
中
川
町

の
「
①
魅
力
に
感
じ
る
こ
と
」

と
「
②
課
題
に
感
じ
る
こ
と
」

を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
、
魅

力
を
生
か
し
、
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
「
③
解
決
策
」

を
検
討
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

果
に
は
世
代
的
な
偏
り
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
67

・
4
％
の
方
が
引
き
続
き
中

川
町
に
住
み
続
け
た
い
と
考

え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か

っ
た
反
面
、
買
い
物
や
交
通
、

医
療
機
関
、
老
後
の
生
活
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
が
多

く
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
特
に
買
い
物
に
不
便
を

感
じ
て
い
る
方
は
前
回
調
査

か
ら
24
・
6
％
も
増
加
し
て

い
ま
し
た
。

•
対
象
者　

1
，
1
2
7
人

（
18
歳
以
上
の
全
町
民
）

•
有
効
回
答
数　

3
2
3
人

•
回
収
率

28
・
7
％

第
8
次
中
川
町
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す

•
開
催
日

10
月
16
日（
水
）

　
　
　
　

11
月
16
日（
土
）

　
　
　
　

11
月
17
日（
日
）

•
参
加
者

24
名

•
年
齢
層

20
代
〜
50
代
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■
3
回
目
（
11
月
17
日
）

■
1
回
目
（
10
月
16
日
）

■
2
回
目
（
11
月
16
日
）

　

3
回
に
渡
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
と
て
も
多
く
の

意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
総
合
計
画
を
つ
く
る
と

き
だ
け
意
見
を
聴
く
の
で
は

な
く
、
定
期
的
に
こ
の
よ
う

な
場
を
設
け
て
ほ
し
い
」
や

「
意
見
を
聴
く
だ
け
聴
い
て

生
か
さ
な
い
な
ら
意
味
が
な

い
」
「
出
さ
れ
た
意
見
が
実

現
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
か

く
ら
い
は
知
り
た
い
」、「
行

政
だ
け
で
全
部
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
住
民
と

の
役
割
分
担
が
大
切
」
な
ど

の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
も
、
お
聴
き
し
た
意
見

を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
実
現

で
き
る
も
の
か
ら
実
現
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
残
り
期
間
で
、
そ

の
際
の
優
先
順
位
や
お
金
の

か
け
方
、
行
政
と
住
民
の
役

割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
も
審

議
会
の
皆
様
等
と
し
っ
か
り

議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
魅
力
と
し
て
多
か
っ
た
意

見•
人
間
関
係
が
素
晴
ら
し
い

•
豊
か
な
自
然
環
境

•
協
力
隊
が
魅
力
的

●
課
題
と
し
て
多
か
っ
た
意

見•
店
舗
や
娯
楽
が
少
な
い

•
子
ど
も
の
遊
ぶ
場
所
が
少

　

な
い

•
住
宅
、
居
住
環
境

●
対
応
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア

•
町
外
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

強
化

•
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入

•
北
海
道
大
学
中
川
研
究
林

　

公
認
ガ
イ
ド
制
度
の
活
用

•
本
の
出
版

•
道
の
駅
、
ち
ゃ
い
む
、
公

　

園
な
ど
既
存
施
設
の
活
用

•
空
き
店
舗
の
活
用

•
シ
ェ
ア
店
舗

•
み
ん
な
で
公
園
を
つ
く
る

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動

●
魅
力
と
し
て
多
か
っ
た
意

見•
佐
久
地
区
の
歴
史
が
素
晴

　

ら
し
い

•
化
石
が
素
晴
ら
し
い

•
森
林
や
山
が
素
晴
ら
し
い

•
そ
ば
、
生
乳
、
山
菜
、
は

　

ち
み
つ
な
ど
生
産
物
が
素

　

晴
ら
し
い

●
課
題
と
し
て
多
か
っ
た
意

見•
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い

•
人
口
が
少
な
い

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

　

が
な
い

•
観
光
資
源
、
観
光
商
品
、

　

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
な
い

•
お
店
や
飲
食
店
が
少
な
い

•
宿
泊
施
設
が
足
り
な
い

•
温
泉
、
道
の
駅
が
観
光
施

　

設
と
し
て
機
能
し
て
い
な

　

い
●
対
応
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア

•
佐
久
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
開

　

発
•
化
石
発
掘
体
験
、
化
石
・

　

恐
竜
ガ
イ
ド
の
育
成

•
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
場
の

　

開
発

•
中
川
町
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

　

作
成

•
お
酒
の
イ
ベ
ン
ト
を
増
や

　

す
•
広
域
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
す

　

る
•
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
を
増
や

　

す
•
観
光
協
会
を
機
能
さ
せ
る

•
宿
泊
施
設
の
周
辺
地
域
と

　

の
マ
ッ
チ
ン
グ

●
魅
力
と
し
て
多
か
っ
た
意

見•
魅
力
的
な
食
材
が
た
く
さ

　

ん
あ
る

•
自
然
が
豊
か
、
静
け
さ
が

　

素
晴
ら
し
い

•
動
植
物
が
身
近
に
あ
る

●
課
題
と
し
て
多
か
っ
た
意

見•
子
ど
も
の
遊
び
場
が
な
い

•
雨
の
日
や
冬
に
集
ま
れ
る

　

場
所
が
な
い

•
給
食
が
な
い

•
町
民
に
愛
さ
れ
る
温
泉
に

　

な
っ
て
ほ
し
い

•
地
域
の
食
材
を
食
べ
ら
れ

　

る
飲
食
店
が
少
な
い

●
対
応
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア

•
食
品
加
工
所
を
つ
く
る

•
お
酒
を
つ
く
る

•
自
然
を
生
か
し
た
ツ
ー
リ

　

ズ
ム
、
健
康
を
テ
ー
マ
と

　

し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

•
生
乳
を
生
か
し
て
ほ
し
い

•
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

　

ち
ゃ
ん
の
知
恵
や
技
術
を

　

継
承
す
る
場
、
機
会
を
つ

　

く
る

•
畑
一
面
の
花
を
生
か
す

（
菜
の
花
や
そ
ば
）

•
ち
ゃ
い
む
な
ど
既
存
施
設

　

を
生
か
し
て
屋
内
遊
具
を

　

設
置
す
る

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

　

を
つ
く
る

•
み
ん
な
で
給
食
を
つ
く
る

　

仕
組
み
づ
く
り

•
料
理
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
協

　

力
を
得
て
給
食
を
実
施
す

　

る
•
温
泉
の
サ
ウ
ナ
を
充
実
さ

　

せ
る

•
白
樺
や
ハ
ッ
カ
を
生
か
し

　

た
温
泉
、
サ
ウ
ナ
づ
く
り
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■
要
望
・
質
問
に
対
す
る
回
答

Q
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

A
人
口
減
少
な
ど
で
自
主
財
源

の
安
定
的
な
確
保
が
難
し
い
状

況
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
令
和

5
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
や
地

域
社
会
の
課
題
解
決
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
等
に
向
け
限
ら
れ

た
財
源
を
最
大
限
有
効
活
用
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Q
職
員
住
宅
の
空
き
家
に
つ
い

てA
旧
つ
つ
じ
荘
⬇
用
途
廃
止
の

上
、
解
体
予
定
。
五
区
職
員
住

宅
⬇
用
途
廃
止
の
上
、
売
り
払

い
予
定
。
二
区
職
員
住
宅
⬇
今

後
も
職
員
住
宅
と
し
て
運
用
。

旧
つ
つ
じ
荘
の
車
庫
に
つ
い
て

は
安
全
性
、
耐
久
性
が
確
認
で

き
れ
ば
売
り
払
い
や
移
設
を
検

討
し
て
い
る
。

Q
防
災
訓
練
の
実
施
予
定
に
つ

い
て

A
避
難
訓
練
を
実
施
で
き
て
い

■
要
望
・
質
問
に
対
す
る
回
答

Q
歩
道
（
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
）
に
つ
い
て

A
来
年
度
か
ら
順
次
直
す
工
事

を
行
っ
て
い
く
。
そ
れ
以
外
で

危
険
な
路
面
に
つ
い
て
も
予
算

の
範
囲
内
で
、
単
独
の
維
持
補

修
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

で
建
設
水
道
課
ま
で
随
時
報
告

い
た
だ
き
た
い
。

Q
道
道
の
花
壇
は
近
所
の
方
が

水
や
り
、
手
入
れ
し
て
お
り
負

担
の
軽
減
が
図
れ
な
い
か
。

A
関
連
す
る
方
々
と
の
協
議
の

上
で
3
区
と
同
様
に
埋
め
立
て

る
の
か
等
対
応
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
要
望
事
項

•
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置

　

に
つ
い
て

•
使
わ
れ
て
い
な
い
家
屋
に
つ

　

い
て

•
会
館
近
く
の
「
止
ま
れ
」
標

　

識
が
傾
い
て
い
る
こ
と
に
つ

　

い
て

•
山
火
事
予
防
の
竿
が
傾
い
て

　

い
る
件
に
つ
い
て

つ
い
て

A
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て
は

代
替
施
設
と
し
て
学
校
施
設
を

利
用
で
き
な
い
か
検
討
中
。

Q
三
区
内
廃
墟
ア
パ
ー
ト
に
つ

い
て

A
空
き
家
実
態
調
査
を
定
期
的

に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

危
険
と
判
断
さ
れ
た
物
件
は
現

状
な
い
が
、
所
有
者
に
対
し
適

切
な
対
応
を
要
請
す
る
対
応
を

取
り
た
い
。

■
そ
の
他
要
望
事
項

•
ち
ゃ
い
む
の
利
用
規
約
に
つ

　

い
て

•
三
区
大
通
交
差
点
の
雪
山
に

　

つ
い
て

な
い
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

る
。
訓
練
を
伴
わ
な
い
講
演
、

座
学
を
今
年
度
実
施
予
定
。

■
そ
の
他
要
望
事
項

•
職
員
の
採
用
状
況
に
つ
い
て

■
要
望
・
質
問
に
対
す
る
回
答

Q
三
区
町
内
会
会
館
と
防
災
避

難
場
所
に
つ
い
て

A
現
在
、
三
区
の
会
館
は
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
廃
止
後
、
四
区

に
あ
る
「
寿
の
家
」
を
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
る
。
独
自
の
会
館
が

な
い
た
め
防
災
備
蓄
を
保
管
し

て
い
な
い
状
況
。

Q
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

　

中
川
町
で
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
毎
年
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
町
民
の
皆
様
の
町
へ
の
意
見
や
要
望
、
質
問
な
ど
を
お
答
え

す
る
「
意
見
交
換
会
」
の
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
意

見
を
行
政
運
営
に
反
映
す
る
た
め
、
予
算
編
成
前
の
11
月
中
旬
か
ら

12
月
上
旬
に
か
け
て
、
町
内
会
自
治
会
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

11
月
13
日　

四
区
町
内
会

11
月
14
日　

五
区
町
内
会

11
月
26
日　

三
区
町
内
会
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て
お
り
、
現
段
階
で
は
通
学
バ

ス
廃
止
の
話
は
な
い
が
、
天
塩

高
校
へ
の
進
学
や
バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て
は
天
塩
町
教
育
委
員

会
と
毎
年
意
見
交
換
会
を
行
っ

て
い
る
。

Q
中
央
団
地
の
空
き
家
に
つ
い

てA
二
区
は
入
居
率
が
高
い
方
な

た
め
、
基
本
的
に
は
維
持
管
理

を
継
続
し
て
い
く
方
針
。
ま
た
、

昭
和
56
年
築
の
住
宅
6
棟
に
つ

い
て
は
今
後
用
途
廃
止
を
予
定

し
て
い
る
。

　

中
川
町
で
は
、
町
長
自
身

が
住
民
の
皆
様
の
も
と
に
伺

い
、
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て

意
見
交
換
す
る
「
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

申
し
込
み
は
役
場
、
ち
ゃ

い
む
に
設
置
さ
れ
た
、
ま
た

は
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
用
紙
を
地
域

振
興
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
：

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

■
要
望
・
質
問
に
対
す
る
回
答

Q
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
改

修
計
画
に
つ
い
て

A
温
泉
施
設
の
改
修
と
重
な
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
行
し
て
い

る
。
利
用
規
模
に
合
わ
せ
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
設
計
を
予
定
。
現

状
、
人
手
不
足
を
上
回
る
利
用

者
不
足
が
あ
る
。

Q
公
営
住
宅
の
入
居
基
準
に
つ

い
て

A
公
営
住
宅
は
低
所
得
者
の
た

め
の
住
宅
と
し
て
国
の
補
助
を

受
け
建
設
し
て
お
り
、
具
体
的

に
申
込
者
と
同
居
親
族
全
員
の

所
得
を
合
計
し
、
控
除
額
を
差

し
引
い
た
額
を
月
割
り
し
た
金

額
が
15
万
8
千
円
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

Q
桜
づ
つ
み
公
園
に
つ
い
て

A
町
民
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
一
部
町
外
か
ら
の
利
用
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。
一

区
町
内
会
か
ら
も
意
見
が
出
て

い
る
「
東
屋
」
の
撤
去
や
移
設

等
も
要
望
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

12
月
5
日　

一
区
町
内
会

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

の
申
し
込
み
を

募
集
中
で
す

■
要
望
・
質
問
に
対
す
る
回
答

Q
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン

グ
の
改
修
に
つ
い
て

A
改
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
令
和
7
年
度
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
〜
基
本
設
計
、
8
年
度
実
施

設
計
・
外
構
工
事
、
9
年
度
以

降
の
着
工
、
10
〜
11
年
度
以
降

の
完
成
見
込
み
を
想
定
し
議
会

と
関
係
者
と
協
議
し
て
い
る
。

Q
佐
久
駐
在
所
の
存
続
に
つ
い

てA
移
転
・
新
築
に
つ
い
て
引
き

続
き
要
望
活
動
を
行
い
た
い
。

Q
佐
久
駅
の
存
続
に
つ
い
て

A
当
町
と
し
て
は
名
寄
〜
稚
内

間
の
宗
谷
本
線
沿
線
の
自
治
体

と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

廃
止
に
は
代
替
の
交
通
機
関
及

び
ふ
る
さ
と
伝
承
館
の
跡
地
利

用
の
検
討
も
必
要
。
佐
久
駅
の

存
続
は
公
約
の
一
つ
で
も
あ
る

の
で
、
駅
舎
の
利
活
用
と
併
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
要
望
事
項

•
佐
久
郵
便
局
の
存
続
に
つ
い

　

て

■
要
望
・
質
問
に
対
す
る
回
答

Q
道
道
と
町
道
の
交
差
点
の
除

雪
に
つ
い
て

A
道
道
と
町
道
の
交
差
点
に
つ

い
て
は
議
会
か
ら
も
指
摘
を
受

け
て
い
る
と
こ
ろ
。
建
設
水
道

課
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
北

海
道
と
も
連
携
を
強
化
し
て
安

全
を
確
保
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
い
く
。

Q
天
塩
高
校
へ
の
通
学
バ
ス
の

存
続
に
つ
い
て

A
生
徒
数
維
持
の
た
め
天
塩
町

が
運
行
し
て
い
る
。
現
在
天
塩

高
校
へ
は
6
名
の
生
徒
が
通
っ

11
月
27
日

佐
久
・
安
川
三
地
区
町
内
会

11
月
28
日　

二
区
町
内
会
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11
月
29
日
に
幼
児
セ
ン
タ
ー
に

て
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

幼
児
の
皆
さ
ん
は
蒸
し
た
て
の

も
ち
米
が
杵
と
臼
で
ど
ん
ど
ん
餅

に
な
っ
て
い
く
様
子
を
興
味
津
々

に
見
つ
め
、
時
に
は
、
自
分
た
ち

で
小
さ
な
杵
を
使
い
、
餅
つ
き
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
は
、
市
販
の
餅

に
比
べ
て
と
て
も
柔
ら
か
く
、
そ

の
日
の
給
食
と
し
て
黄
粉
餅
や
納

豆
餅
、
雑
煮
な
ど
に
調
理
さ
れ
、

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼
児
セ
ン
タ
ー
で

幼
児
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た

行
わ
れ
ま
し
たがが

蒸しあがったもち米に興味津々

餅がビヨーン

幼児の皆さんの応援と共に餅つき

もち米を味見、ほんのり甘かったようです

上手につけるかな
粘土のようにちぎった餅をころころ

もおいしく
いただきました
おいしく
いただきました

　

世
田
谷
区
は
、
以
前
住
ん
で

い
た
こ
と
が
あ
り
、
主
催
し
て

い
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
の
講

習
会
で
よ
く
活
用
し
た
な
じ
み

の
場
所
で
す
。
そ
ん
な
世
田
谷

を
中
川
町
民
と
し
て
走
ら
せ
て

い
た
だ
け
た
の
は
と
て
も
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
の
状
態
は
と
い
う
と
、

練
習
不
足
！
不
摂
生
！
と
控
え

め
に
言
っ
て
も
か
な
り
悪
い
感

じ
で
し
た
。
い
ざ
走
り
出
し
て

み
る
と
案
外
走
れ
る
も
の
だ
な

と
淡
い
期
待
も
持
ち
出
し
た
け

ど
、
そ
ん
な
淡
い
期
待
も
早
々

に
打
ち
砕
か
れ
て
清
々
し
い
ほ

ど
に
大
撃
沈
。
約
15
㎞
地
点
に

あ
っ
た
激
坂
は
と
て
も
痺
れ
ま

し
た
。
75
分
を
目
標
に
走
っ
た

の
で
す
が
、
結
果
は
77
分
16
秒

で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
沿
道
を
埋
め
尽
く

す
ほ
ど
の
観
客
の
中
、
世
田
谷

の
街
中
を
走
れ
る
の
は
と
て
も

清
々
し
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

大
会
後
に
は
世
田
谷
区
と
姉

妹
都
市
で
あ
る
国
内
外
の
市
区

町
村
が
集
い
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
で
繋
が
る
自
治
体
が
多
く
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

中
学
1
年
生
か
ら
陸
上
部
に
入

り
、
走
り
出
し
て
20
年
。
な
ん

だ
か
ん
だ
ず
っ
と
走
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
改
め
て
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
た
く
さ
ん
の
ご
縁
を
繋
い

で
く
れ
て
い
る
な
と
実
感
し
ま

し
た
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ま
た
参

加
し
た
い
と
思
え
る
素
敵
な
体

験
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
も
経

験
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
気
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
タ
ン
ナ
カ
ま
で

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

反
中　

祐
介

•
総
合
順
位　
　
　

1
2
0
位

•
18
〜
38
歳
男
子
の
部

10
位

「
第
19
回
世
田
谷
2
4
6

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」参
加
報
告

　
　
〜
地
域
お
こ
し
協
力
隊
反
中
祐
介
〜
広報ナカガワ
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中川町地域おこし協力隊に新しい仲間が来ました！！
中川町のあちらこちらで見かけると思います。 町民のみなさん気軽に声をかけてください。

●生年月日　平成12年11月19日
●出身地　　札幌市

「自己紹介」
　はじめまして、川島源徒です。
　中川町に来る前はハンバーガーレストランやスープカレ
ー店、ホテルなどで働いていました。他にも、トレイルラ
ンニングやスキー、剣道をやっていました。中川町に住む
ことになったので、スノーモービルや釣りを始めてみたい
です。自然やスポーツはとても好きなので、中川町でたく
さん遊びたいと思っています。
　これからよろしくお願いします！

「中川町に移住してきた理由」
　僕が中川町を知ったきっかけは、反中祐介さんでした。
僕は高校生の時に反中さんに出会いトレイルランニングを
始めました。それから反中さんのイベントに参加するよう
になり、一緒に走ったりご飯に行くようになりました。
　反中さんが僕が以前働いていたお店に来てくれた時に伊東淳一さんと初めてお会いし、同
じ中学を卒業していることもあり、とても仲良くなりました。
　お二人から協力隊のお話を聞き、中川町に遊びに来た時に他の協力隊の方や中川町の方と
いる時間がとても楽しく、「僕もここで働いてみたい！」と思いました。

「中川町での活動」
　僕は中川町にきて、カフェをやろうと思っています。主に、ハンバーガーやサンドイッチ
を提供する予定です。営業できるお店が決まるまでは、オトカフェなどをお借りして販売し
ていきたいと思っています。
　飲食以外には、反中さんのランニングイベン
トに参加したり、剣道の少年団で稽古をさせて
頂いています。11月に比布町で行われた剣道大
会で、一般の部の団体戦で中川町のメンバーと
して参加させていただきました。結果はチーム
で3位になることができました。試合に出るの
も久しぶりでしたが、とても楽しかったです。
　これからも稽古に参加させていただこうと思
っています。

かわ しま とげん

川　島　源　徒
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●生年月日　昭和59年9月11日
●出身地　　山梨県

「自己紹介」
　はじめまして！2024年12月から地域おこし協力隊として活動させていただいております
「志村晋平」と申します。
　山梨県出身、40歳になります。現在、お仕事は主にIT系のお仕事（WEB制作）をさせてい
ただいております。その他にも、動画制作やヨガやタイマッサージ、出張寿司職人、防災士、
心理カウンセラーとして、活動しております。
　30代の前半5年間はノマドワーカーとして、世界中を旅していました。（だいたい100カ国
ぐらい働きながら旅をしました）最近は、熊本のエコビレジサイハテ村や toland Vlog など
で有名な、愛知のコミュニティーにいたり、共同生活をする可能性を模索していました。

　　　　　　　　　　　　「中川町に移住してきた理由」
　　　　　　　　　　　　　　2年前から本格的に移住先を探し、北海道から沖縄まで色々
　　　　　　　　　　　　　な地域で短期の滞在をしていました。
　　　　　　　　　　　　　　今回、中川町さまに御縁をいただき、地域おこし協力隊とし
　　　　　　　　　　　　　て活動させていただくことになりました。

　　　　　　　　　　　　「中川町での活動」
　　　　　　　　　　　　　　自分のミッションは中川町と㈱
　　　　　　　　　　　　　アドレスが締結した包括連携協定
　　　　　　　　　　　　　に基づき、「空き家とＤＸを活用
　　　　　　　　　　　　　した関係人口創出事業」における、
　　　　　　　　　　　　　現場ディレクターとして活動して
　　　　　　　　　　　　　まいります。
　自身の活動の目標としては、持っているスキルを活かした「地
域の仕事（マッサージやヨガなど）」、「外部との仕事（IT）」
「自身のやりたい仕事（DIYなど）」の3つをかけ合わせるこ
とで、収益性、持続性、やりがいを兼ね備えたビジネスモデルを実現することを目指します。
　地域活動やお手伝いを通してみなさんに関われることを、心より楽しみにしています。
　他の地域おこし協力隊の方と協業しながら町が元気になる活動をおこなっていけたらと思
います！どうぞよろしくお願いいたします。

し むら ぺいしん

志　村　晋　平

中川町地域おこし協力隊に新しい仲間が来ました！！
中川町のあちらこちらで見かけると思います。 町民のみなさん気軽に声をかけてください。

活動報告をinstagramで発信しています！
ぜひぜひフォローをよろしくお願いいたします！
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もうすっかり雪景色。

鈴　木　貴　奈
イトオテルミー　温熱療法師

鈴　木　謙　友
アウトドアブランド運営

富士山のふもとで例年行われるイベントへ出展してき
ました。本州はまだまだ暖かく、冠雪は見れず。イベ
ント中は商品の販売のほか、ふるさと納税のご案内な
どを実施いたしました。

Hola!
2か月の語学授業を修了し、チーズ工房への視察をス
タート。人の手と自然が作り出すおいしさに感動しま
す。

中川町地域おこし協力隊活動記中川町地域おこし協力隊活動記
町の振興や発展のために東奔西走する地域おこし協力隊の活動の様子を紹介します。

中川町で出逢った方々が出張先での施術にお越し頂い
たり東京で開催された町のイベントにテルミー関係者
の方々がお越しになったりと、繋がりが広がっている
ことが日々嬉しいです。
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出　水　知　美
チーズ工房

中　村　吏　智
酪農ヘルパー



ブランド開発のために資材選定を行っています！

橋　爪　啓　吾
ゲストハウス　運営・管理

広報ナカガワ
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【問い合わせ先】
　中川町役場  地域振興課
　　　　　　　☎7－2819

課
19

11月1日（金）に「バックヤードウルトララストサムライスタンディン
グ」というトレイルランニングの大会を開催しました！
この大会は世界で約50カ国、日本国内ではで7都道府県で開催さ
れている大会です！ 来年も中川町で開催するかは検討中ですが、
中川町で開催する際はぜひ走るなり観戦するなりで大会を楽しん
　でもらえればと思います！

反　中　祐　介
トレイルランナー

中　村　直　弘
大工

サウナカー制作に向けて、車を分解しました。
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中
川
消
防
支
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
川
消
防
支
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

火災・救急出動状況

火災件数　３件
救急件数　60件

令和6年11月30日現在

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
合
せ
は

☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

火
気
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

火
気
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

今
年
も
寒
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
等
を
使
用
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
一
度
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
ま
わ
り
の
状
況
を
ご
確
認
お
願
い
し
ま
す
。

　

発
火
の
原
因
は
多
い
順
に
「
た
ば
こ
」、「
ス
ト
ー
ブ
」、「
電
気

器
具
類
」
と
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
レ
ビ
裏
や

家
具
裏
に
隠
れ
た
コ
ン
セ
ン
ト
、
喫
煙
者
の
方
は
吸
殻
の
後
始
末

に
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

住
宅
火
災
の
発
火
原
因
は 暖房機器のまわりに布団など

の可燃物はありませんか？

暖房機器のうえで衣類などを
乾かしていませんか？

電気ストーブ、ポータブル
ストーブなど、消し忘れて
いませんか？

暖房機器のまわりにスプレー
缶などありませんか？

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
令
和
6
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
時
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
（
令
和
6
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
令
和
7
年
2
月
に
送
ら
れ
ま
す
）

　

な
お
、
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
年
金
事
務
所
の
ほ
か
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万

一
の
時
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

国
民
年
金
加
入
者
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
5
7
0
・
0
0
3
・
0
0
4
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　

事
業
所
・
厚
生
年
金
加
入
者
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
5
7
0
・
0
0
7
・
1
2
3
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　

受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
土
曜
日　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
　

祝
日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す



◎
折
句
は
な
な
か
ま
ど
赤
い
実
が
鈴
な
り
、
紅
葉
も
み
ご
と
な
、
こ
の
秋
の
ナ
ナ
カ
マ
ド
七
度
か
ま
ど
に
く
べ
て
も

　

燃
え
つ
き
ぬ
の
名
の
と
お
り
丈
夫
な
木

だ
か
ら
こ
れ
が
盛
ん
な
の
は
厳
し
い
自
然
に
向
か
う
兆
し
だ
と
も
…

さ
て
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
詠
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

短
歌
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

　

短
歌
同
好
会

  　
　

   

小
林
淑
子
さ
ん　

☎
8
・
7
7
8
1

●
短
歌
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の

　

方
は
、
年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
小
林
淑
子
さ
ん

☎
8
・
7
7
8
1
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸

伊
東　
　

恵

金
子
み
え
子

鎌
田　

陽
子

小
林　

淑
子

中
野　

秀
明

山
内　

智
子

山
下　

博
子

横
山
や
す
こ

（
な
な
か
ま
ど
）

今月のお題　「指」または自由詠短　　歌

ママに「さすが」っていわれたいくまたが
びっくりだいさくせんを開始！
親子の愛が伝わる心温まる絵本です。

のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

いつも幸せな人は、2時間の使い方の
天才

「幸せ」を背負って　積雪期単独北海
道分水嶺縦断記

10代から知っておきたい　女性を閉じ
こめる「ずるい言葉」

常識やぶりのアイデアおやつ

家族全員自分で働くチーム家事

架空犯

私の最後の羊が死んだ

夜刑事

あさ酒

小鳥とリムジン

虚の伽藍

罪名、一万年愛す

そらそうや

しばらくあかちゃんになりますので

働くってどういうこと？

森の小さな三姉妹　森ネコさんのおかし
をどうぞ

「
く
ま
た
の
び
っ
く
り

　
　
　

だ
い
さ
く
せ
ん
」

柴
田
ケ
イ
コ
著

な

夏

風

窓

ど
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今井　孝  著

野村 良太  著

森山 至貴  著

syun cooking  著

三木 智有  著

東野 圭吾  著

河﨑 秋子  著

大沢 在昌  著

原田 ひ香  著

小川 糸  著

月村 了衛  著

吉田 修一  著

黒川 博行  著

ヨシタケ シンスケ  作・絵

関 和之  イラスト

楠 章子  作

せ
わ
し
さ
に
追
わ
れ
て
過
ぎ
し
神
無
月　

し
も
つ
き
休
み
て
は
や
師
走
入
り

何
十
年
ぶ
り
の
指
切
り
な
ん
だ
ろ
う
孫
の
小
さ
な
小
指
か
ら
め
る

紅
葉
の
散
り
て
山
々
は
衣
替
え
冬
を
迎
え
る
覚
悟
の
ご
と
く

散
ら
ば
っ
た
米
粒
拾
う
指
先
に
キ
ッ
チ
ン
の
床
ど
こ
ま
で
も
広
い

寝
た
き
り
の
妻
に
寄
り
添
い
手
を
さ
す
る
キ
カ
ン
気
娘
の
優
し
さ
嬉
し

沸
か
し
た
湯
が
ポ
ッ
ト
に
ピ
ッ
タ
リ
収
ま
っ
て
指
パ
ッ
チ
ン
の
達
成
感
湧
く

晩
秋
の
風
の
冷
た
さ
は
悲
し
く
も
交
わ
す
言
葉
に
温
も
り
あ
り
て

そ
ば
刈
り
て
畑
は
鮮
や
か
く
れ
な
い
に
ネ
ッ
プ
の
紅
葉
こ
こ
か
ら
始
ま
る

○
が
ら
え
て
○
は
お
わ
り
ぬ
○
の
声
○
に
さ
さ
や
く
○
こ
か
ら
と
な
く



FUN FACT!
面白い事実

世界中の誕生日！
誕生日のお祝いは、文化によって伝統や食べ物、年齢の節目がそれぞれ異
なるため、学ぶのが楽しいものです。日本には成人式があります。同様に、
ラテンアメリカの文化では、女の子が15歳になると、女の子を大人とし
て迎える大きなお祝いであるQuinceañera（キンセアニェーラ）が行われます。
バースデーケーキが普及する前は、多くの文化で誕生日に食べる特別な食べ物がありました。中国
では、桃の形をした蒸しパンと長い麺を食べますが、これは不死と長寿を象徴しています。韓国で
は、海藻スープが伝統的な誕生日の食べ物です。健康に良いだけでなく、妊娠中にこのスープを食
べる母親を敬うものでもあります。

（リー・ドロシー）
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Birthday celebrations are fun to learn about because
different cultures have unique traditions, foods, and age
milestones. In Japan, there is the Coming of Age
Ceremony. Similarly, in Latin American culture,
when a girl turns 15, Quinceañera, a big celebration,
is held to welcome girls into adulthood. 
Before birthday cakes became popular, many cultures
had special foods to eat on birthdays. In China,
people eat peach-shaped steamed buns and long noodles,
which symbolize immortality and long life. In Korea,
seaweed soup is the traditional birthday food.
It is healthy and also honors mothers, who eat this soup
during their pregnancy.

In Germany, the person having the birthday
must bake their own cake to share with others!
ドイツでは、誕生日を迎える人は自分でケーキを焼いて他の人とシェアしな
ければなりません！

In Germany, the person having the birthday
must bake their own cake to share with others!
ドイツでは、誕生日を迎える人は自分でケーキを焼いて他の人とシェアしな
ければなりません！

Birthday Around the World!



問い合わせ先　健康推進係　保健師　☎7－2813

」
」高

齢
者
の
骨
折
は
生
活
の
質

（
Q
O
L
）
を
損
な
い
、
要
介
護

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
の
中
川
町
の
後
期

高
齢
者
3
3
0
人
の
う
ち
、
骨
折

の
治
療
の
あ
っ
た
方
は
30
人
（
9

・
1
%
）
、
そ
の
う
ち
要
介
護
に

該
当
す
る
方
は
12
人
い
ま
し
た
。

　

要
介
護
区
分
別
で
は
、
重
度
の

高
い
要
介
護
3
以
上
に
該
当
す
る

方
が
9
人
と
半
数
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。

被保険者数

骨折ありの
うち、要介
護認定者　

330人

　

骨
折
と
聞
く
と
、
若
年
層
で
は

治
療
に
よ
り
治
癒
し
、
命
に
直
接

関
わ
ら
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

「
骨
卒
中
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
で
す
か
。

　

骨
卒
中
は
、
高
齢
者
に
起
こ
り

や
す
い
「
背
骨
の
圧
迫
骨
折
」
と

「
大
腿
骨
の
つ
け
根
の
骨
折
」
を

い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
部
位
の
骨
折
は
、
長

期
間
の
安
静
が
必
要
に
な
る
場
合

が
多
く
、
筋
力
が
低
下
し
ま
す
。

そ
し
て
活
動
性
が
低
下
し
て
さ
ら

に
筋
力
が
低
下
す
る
と
い
う
悪
循

環
を
招
き
ま
す
。

　

特
に
大
腿
骨
の
付
け
根
の
骨
折

は
、
自
立
し
た
生
活
が
困
難
に
な

る
ほ
か
、
寝
た
き
り
の
生
活
に
な

っ
て
肺
炎
を
起
こ
し
、
生
命
予
後

に
影
響
を
与
え
る
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

高
齢
者
の
骨
折　

〜
骨
卒
中
に
ご
注
意
！
〜

　

こ
の
よ
う
な
骨
折
の
怖
さ
の
理

解
を
広
め
る
た
め
、
日
本
骨
粗
し

ょ
う
症
学
会
の
メ
ン
バ
ー
が
「
骨

卒
中
」
と
い
う
言
葉
を
提
唱
し
ま

し
た
。

　

「
卒
」
は
突
然
、「
中
」
は
『
病

気
の
よ
う
な
も
の
に
あ
た
る
』
の

意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
卒
中
に
代
表
さ
れ
ま
す
が
、

「
骨
卒
中
」
は
「
あ
る
日
突
然
、

骨
が
折
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
と
同
様
、
速
や
か
な
治

療
と
再
発
の
予
防
が
必
要
で
す
。

　

骨
卒
中
の
原
因
は
、
骨
粗
し
ょ

う
症
で
す
。
加
齢
に
よ
り
骨
が
も

ろ
く
な
り
、
骨
折
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
が
あ
る
と
、
転

倒
や
尻
も
ち
を
つ
く
と
い
う
軽
い

衝
撃
で
、
背
骨
が
つ
ぶ
れ
圧
迫
骨

折
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

進
行
す
る
と
、
重
い
も
の
を
持
つ

な
ど
日
常
生
活
動
作
で
も
骨
折
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

骨
卒
中
は
予
防
が
大
切
で
す
。

ま
ず
は
自
分
の
骨
粗
し
ょ
う
症
の

リ
ス
ク
が
わ
か
る
骨
密
度
測
定
が

す
す
め
ら
れ
ま
す
。

　

骨
密
度
は
、
遺
伝
や
若
い
頃
か

ら
の
食
生
活
、
運
動
習
慣
な
ど
が

影
響
し
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

　

中
川
町
立
診
療
所
で
は
骨
粗
し

ょ
う
症
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
診
療
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
骨
折
の

原
因
と
な
る
転
倒
が
増
え
て
き
ま

す
。

　

足
裏
の
感
覚
機
能
が
低
下
す
る

こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
反
応
が

遅
れ
て
転
倒
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

足
裏
の
感
覚
と
足
指
を
鍛
え
る

簡
単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
生
活
に

取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

骨
卒
中
に
注
意
！

転
倒
予
防
体
操
の
紹
介

広報ナカガワ
2025（R7）. 1月号 18

骨　　　折 30人（9.1％）

12人（40％）

要支援1・2 要支援1・2 要支援3・4・5

0人（0.0％） 3人（25.0％）9人（75.0％）

タオルのたぐり寄せ
床に広げたタオルに足をのせます。
足の指を使って足を置いた位置ま
でたぐり寄せていきます。両足で
も片足ずつでもOK。

　１日の目安：５～10回

中川町75歳以上
後期高齢者の骨折と
要介護認定の状況



『わくわくマルシェ』開催
　幼児センターでは日ごろから「自然遊び」を
取り入れながら過ごしています。
　自然を取り入れながら過ごすことで五感や身
体への成長発達のアプローチとなります。
　その経験が何かで表現できないかと考え、11
月12日（火）に幼児センターにて“わくわくマ
ルシェ”を開催しました。内容は、「毎日触れ
ている自然を形にして表現してみよう（表現）
　　　　　　　　　　　　　　　表現した物を沢山の方に見てもらう（満足感）作った物を売る経験
　　　　　　　　　　　　　　　を味わう（達成感）」といったことが経験できるように４月から取
　　　　　　　　　　　　　　　り組みを進めて来ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　“わくわくマルシェ”の作品はお散歩に出かけた時に拾ったどん
　　　　　　　　　　　　　　　ぐり、木の枝などで作りました。子どもは売り手、お客さんは大人、
　　　　　　　　　　　　　　　本当のお店屋さんのように会話を楽しみ、紙袋に商品を入れて販売
　　　　　　　　　　　　　　　することが出来ました（お金の代わりにチケッ
　　　　　　　　　　　　　　　トを使いました）。
　　　　　　　　　　　　　　　　いろいろなお店から「いらっしゃいませ、い
　　　　　　　　　　　　　　　らっしゃいませ」の声が聞こえて大盛り上がり
　　　　　　　　　　　　　　　で楽しい時間を過ごすことが出来たと思います。

中川町認定こども園
中川町幼児センター

中川町幼児センター
副センター長 平 川 久 美

No.7
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林業退職金共済制度（林退共）のご案内

い

す。

【お問い合わせ先】
　独立行政法人勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業部
　〒170－8055
　東京都豊島区東池袋1－24－1　ニッセイ池袋ビル
　電話 03－6731－2889　FAX 03－6731－2890
　ホームページでもご案内しております。
　　https;//www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

　林退共は昭和57年に発足した林業界で働く方のために国が作った退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、従事者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、そ
の従事者が林業界をやめたときに林退共から退職金を支払うという、いわば林業界全体の退職金制度です。

●制度の特徴
•掛金は、税法上について、法人では損金、個人企業では必要経費となります。
•掛金の一部を国が免除します。
•雇用事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

●事業主の皆さまへ
•共済証紙は労働日数に応じて適正に貼付してください。
•共済手帳を所持している従事者が林業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求するよう指導して
　　ください。

●労働者の皆様へ
•事業所を変わるときは共済手帳を忘れずに
　　受け取りましょう。
•林業界を引退するときは、忘れずに退職金
　　請求しましょう。
•以前、林業の仕事をされ、林退共制度に加

　　入していた方で、退職金請求手続きをした
　　お心当たりのない方は、退職金を受け取っ
　　ていない可能性があります。
　　右記へお問い合わせください。



　北海道開発局留萌開発建設部では、北海道縦貫自動車道（中川～天塩間）の道路計画に関
するアンケートを実施しております。
　本アンケートは、地域の声を聞きながら、道路事業の透明性・効率性を高めるための重要
な取組となっておりますので、ぜひ、アンケートにご協力いただきますよう、よろしくお願
いいたします。

【回答方法】
　　各ご家庭に郵送されているアンケートはがき※に記入いただき、切手を貼らずにポストへ
　投函願います。また、インターネットでのご
回答も可能となっておりますので、下記の
　URL又は二次元コードよりご回答をお願いし
　ます。

【回答期限】
　　令和７年１月31日（金）
　※紛失された方や届いていない場合は、役場
　　地域振興課（7－2819）にご連絡ください。

広報ナカガワ
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北海道縦貫自動車道（中川～天塩間）
アンケート調査の回答期限が近づいています
ご回答されていない方は、ぜひ、ご協力をお願いします!

インターネット回答ページ
では、動画でも詳しくご説
明していますので、ぜひ、
ご覧ください！
http://www.hkd.mlit.go.jp/
rm/s2j3ut00000065m0.html

３つの比較ルートを検討

問い合わせ先 北海道開発局留萌開発建設部道路計画課 ☎0164－42－4526



中川町120周年協賛事業報告中川町120周年協賛事業報告
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開 催 日　　９月21日（土）
事業内容　　ボランティア、町内福祉団体、
　　　　　　名寄警察署のご協力を得て体験、
　　　　　　ふれあい、交流の場の提供

なかがわふれあい広場2024
主催 ： 中川町社会福祉協議会

開 催 日　　９月29日（日）
事業内容　　初秋の中川町内（佐久・誉・安
　　　　　　川）を約40㎞サイクリング
　　　　　　中川町の歴史や文化及び産業に
　　　　　　ついて随所で説明

ナカガワ秋サイクリング2024　
主催 ： ナカガワサイクリングクラブ

開 催 日　　11月15日（金）
事業内容　　㈱植松電機　代表取締役
　　　　　　植松努様による記念講演

中川町立中央小学校
創立50周年記念講演会

主催 ： 中川町立中央小学校 　　　
創立50周年記念実行委員会
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択捉島

国後島

色丹島

歯舞群島

　

幌
延
町
に
お
け
る
深
地
層
研

究
施
設
事
業
に
伴
い
、
隣
接
し

て
い
る
中
川
町
が
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
事
業
の
対
象
地

域
と
な
り
、
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
当
該
施
設

を
含
む
発
電
用
施
設
の
周
辺
地

域
に
お
け
る
公
共
施
設
の
整
備

促
進
な
ど
に
よ
っ
て
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
や
産
業
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
は
、
本
交
付
金

で
地
域
活
性
化
措
置
と
し
て
中

川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
保
育
事
業

を
行
い
、
9
2
1
万
5
6
5
2

円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
中
川

町
で
は
令
和
2
年
3
月
に
「
第

2
期
中
川
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
構
築

を
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
、
働
き
な
が

ら
子
育
て
を
し
て
い
る
住
民
の

生
活
支
援
と
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
の
た
め
、
保
育
士
の
人

件
費
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

　

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後

島
、
択
捉
島
の
北
方
領
土
は
、

私
た
ち
の
先
人
が
心
血
を
注
い

で
開
拓
し
た
日
本
固
有
の
領
土

で
す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
の
た

め
に
、
中
川
町
役
場
と
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
「
ち
ゃ
い
む
」
に

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
署
名
期
間　

1
月
21
日
〜

　
　
　
　
　
　

2
月
20
日
ま
で

◆
署
名
場
所

　

①
中
川
町
役
場
1
階

　
　
　
　
　

会
計
課
前
ロ
ビ
ー

　

②
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

「
ち
ゃ
い
む
」
1
階
ロ
ビ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
総
務
部

　
　
　
　

北
方
領
土
対
策
本
部

　

☎
0
1
1・2
0
4・5
0
6
9

2
月
7
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」で
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11月の入札・契約結果についてお知らせします

着手
令和6年11月21日

納入期限
令和7年2月28日

着手
令和7年2月1日

完了
令和14年1月31日

着手
令和7年2月1日

完了
令和14年1月31日

・生体情報モニタ
　購入事業一式

・電話設備主装置
　一式

・電話機11台

・電話設備主装置
　一式

・電話機20台"

94.2%

83.8%

67.5%

1,969,000

17,215

21,307

2,090,000

20,554

31,588

1,790,000

1,890,000

1,980,000

15,650

19,370

※㈱ムトウ名士支店

㈱竹山道北支店

㈱常光旭川支店

※東日本電信電話㈱

※東日本電信電話㈱

令和6年度
生体情報モニ
タ購入事業

令和6年度
中川町立中央
小学校電話設
備賃貸借事業

令和6年度
中川町立中川
中学校電話設
備賃貸借事業

工事・業務名
入　札　結　果

第1回

契約金額
（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

予定価格
（円）

第2回

問い合わせ先 総務課財務係 ☎7－2811



高 橋 　 仁 様

功 労 表 彰

功 労 表 彰

安 西 克 己 様

町職員の勤続30年表彰も行われました

令
和
6
年
度　

中
川
町
表
彰
式

　

中
川
町
表
彰
条
例
及
び
中
川
町
文
化
賞
規
則
に
基
づ
く
功
労
な
ど
の
表
彰
式
を
行
い
、
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。
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社
会
福
祉
協
議
会
、一心
苑
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
附

•
祖
父（
松
本
正
勝
様
）死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

流
風　

様

•
夫（
壽
弘
様
）死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
塚　

光
江　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、一心
苑
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々
よ
り
「
志
」
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

  

北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
稚
内
営
業
所　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名

4
件

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

2
区　

横
田　

信
子　

様
（
98
歳
）

　
　

4
区　

冨
塚　

壽
弘　

様
（
79
歳
）

　
　

1
区　

松
本　

正
勝　

様
（
82
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご長寿さん
まちの

ご長寿さん
まちの

ご長寿さん
まちの

喜寿おめでとうございます

遠 藤 　 廣 さん

白 籏 照 義 さん



　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ぬ
く
も
り
」
に
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
主
催
の
、
中
川
町
ミ
ニ
ふ
れ
あ
い
広
場
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
小
学
校
の
5
年
生
を
招
き
、
「
ぬ
く
も
り
」
内
の
設
備
や
福

祉
用
具
の
見
学
や
、
重
り
や
視
野
を
狭
め
る
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
を
身
に

つ
け
て
高
齢
者
の
疑
似
体
験
な
ど
を
行
い
、
お
昼
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
餅
つ
き
を
行
い
、
つ
き
た
て
の
餅
を

食
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
見
学
や
体
験
の
お
礼
と
し
て
、
楽

器
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

中
川
町

ミ
ニ
ふ
れ
い
あ
い
広
場

1111
水水2727

 11月29日に幼児センタ
ーにて餅つきが行われまし
た。
　幼児の皆さんは、つきあ
がった餅を自分たちで食べ
やすいサイズにちぎり、い
ろいろな方法で調理された
餅をおいしそうにたべてい
ました。

（12月1日現在）

人　口

男

女

世帯数

1,272人（－４）

662人（－４）

610人（±０）

709戸（－１）

令和7（2025）年1月号（通巻788号）
印刷　株式会社　国 境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp　 E-mailアドレス  nakagawa@town.nakagawa.hokkaido.jp

今月の表紙
～ 幼児センター 餅つき ～

楽器演奏

高齢者疑似体験

中
川
吹
奏
楽
団

第
28
回　

定
期
演
奏
会

1111
土土2323

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
い
む
ア
リ
ー
ナ
に
て
、
中
川
吹
奏
楽

団
主
催
の
、
第
28
回
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
隣
市
町
村
か
ら
の
賛
助
出
演
者
も
含
む
39
名
が
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
行
い
、
訪
れ
た
約
90
名
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
3
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
2
部
で
は
、
楽
団
に
加
入

し
て
い
な
い
有
志
の
住
民
の
方
た
ち
に
よ
る
「
お
は
な
ば
た
け
ー

ず
」
が
リ
コ
ー
ダ
ー
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
な
ど
の
楽
器
を
使
っ
た

合
奏
と
、
美
空
ひ
ば
り
の
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
を
合
唱
し
、

観
客
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。


